
 

平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス   
教科目名 設計製図    担当教員 岩瀬裕之、水野和憲，水野剛規 
学年学科 ４年 環境都市工学科  通年  必修 ２単位（学修）  
学習・教育目標 （Ｄ－２ 設計・システム系）５０％、（Ｅ）５０％ JABEE 基準１（１）：（ｄ）,（ｃ） 
授業の目標と期待される効果： 
建設分野におけるコミュニケーション手段

として大切な設計計算書および図面作成を通
じて、設計の基礎知識とその応用および IT 機
器を使いこなす能力を習得する。さらに、情
報の受け取り手への配慮と工夫が重要である
ことを学ぶ。 

 
① 土圧の算定に関する理解 
② RC 擁壁の設計手順に関する理解や

確実な設計計算技術の取得 
③ 表計算ソフトや CAD の操作方法の 

取得 
④ 建設分野の IT 化に関する理解 

成績評価の方法： 
前期：課題提出（設計計算書）100 点＋期末試験 50 点 
後期：課題提出（製図）100 点 + 中間試験 50 点 
総得点数は 300 点  総得点率によって学年末評価を行う 
達成度評価の基準： 
「国土交通省制定土木構造物標準設計２擁壁類」に示される図面と

同レベルの課題を課し、表計算ソフトや CAD を用いて作製した設計
計算書および図面が６割以上の完成度を有していること。 

① RC 擁壁の設計手順を正確に理解し、設計計算がほぼ正
確（6 割以上）できる 

② RC 擁壁の設計計算に関して表計算ソフトを用いてほぼ
正確（6 割以上）に計算できる 

③ RC 擁壁の設計計算書を基にして、CAD を用いてほぼ正
確（6 割以上）に図面化できる 

④ 表計算ソフトや CAD の操作方法を理解し、ほぼ正確（6
割以上）に使いこなすことができる 

授業の進め方とアドバイス： 
各自異なった条件のもとで、許容応力度設計法によりＲＣ倒立Ｔ形擁壁を設計し設計計算書を作成する。 
その後、設計計算書をもとにＣＡＤを用いて図面を作成する。 
また、電子納品・電子入札など建設分野のＩＴ化についての学習も行う。 
 

教科書および参考書： 
適宜必要なプリントを配布する。 

授業の概要と予定：前期  教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：設計課題の説明（ＲＣ倒立Ｔ形擁壁） 土質力学Ⅰの復習  

第 ２回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁に作用する Coulomb 土圧の算定
(１) Coulomb 土圧の演習 1  

第 ３回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁に作用する Coulomb 土圧の算定
(２) Coulomb 土圧の演習 2  

第 ４回：許容応力度設計法についての学習(１) 許容応力度設計法についての学習
と演習  

第 ５回：許容応力度設計法についての学習(２) 許容応力度設計法についての学習
と演習 

 

第 ６回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(１) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習  

第 ７回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(２) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習  

第 ８回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(３) 中間までの復習および演習  

第 ９回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(４) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習 C 

第１０回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(５) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習 C 

第１１回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(６) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習 C 

第１２回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(７) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習 C 

第１３回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(８) 表計算ソフトによる設計計算書作
成演習 C 

第１４回：ＲＣ倒立Ｔ形擁壁の設計計算書の作成(９) 表計算ソフトによる設計計算書作

成演習 
C 

期末試験 

第１５回           まとめ       －  



 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 ＡＬのレベル 

第１６回：ＣＡＤによる図面作成（１）（ＣＡＤ製図基準） CAD による図面作成演習  

第１７回：ＣＡＤによる図面作成（２）（配筋図詳細） CAD による図面作成演習  

第１８回：ＣＡＤによる図面作成（３）（ＣＡＤ基本操作） CAD による図面作成演習  

第１９回：ＣＡＤによる図面作成（４）（図枠作成） CADによる図面作成演習 C 

第２０回：ＣＡＤによる図面作成（５）（構造図作成） CAD による図面作成演習 C 

第２１回：ＣＡＤによる図面作成（６）(鉄筋作成) CAD による図面作成演習 C 

第２２回：ＣＡＤによる図面作成（７）(鉄筋作成)  CAD による図面作成演習 C 

第２３回：中間試験 CAD による図面作成演習  

第２４回：ＣＡＤによる図面作成（８）(鉄筋作成) CAD による図面作成演習 C 

第２５回：ＣＡＤによる図面作成（９）(鉄筋加工図作成) CAD による図面作成演習 C 

第２６回：ＣＡＤによる図面作成（１０）(鉄筋加工図作成) CAD による図面作成演習 C 

第２７回：ＣＡＤによる図面作成（１１）（鉄筋表作成） CAD による図面作成演習 C 

第２８回：ＣＡＤによる図面作成（１２）(図面確認・照査) CAD による図面作成演習 C 

第２９回：建設分野のＩＴ化に関する学習(電子納品) 電子納品に関する学習と演習  

第３０回：まとめ   

 
 

評価（ルーブリック） 
達成度 
評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

①  
RC 擁壁の設計手順を正確

に理解し、設計計算が正確

（８割以上）できる． 

RC 擁壁の設計手順を正確に理

解し、設計計算がほぼ正確（６

割以上）できる． 

RC 擁壁の設計手順を正確に理

解できず、設計計算もできない． 

②  

RC 擁壁の設計計算に関し

て表計算ソフトを用いて正

確（８割以上）に計算でき

る． 

RC 擁壁の設計計算に関して表

計算ソフトを用いてほぼ正確

（８割以上）に計算できる． 
RC 擁壁の設計計算ができない．  

③  

RC 擁壁の設計計算書を基

にして、CAD を用いて正確

（８割以上）に図面化でき

る． 

RC 擁壁の設計計算書を基にし

て、CAD を用いてほぼ正確（６

割以上）に図面化できる． 

RC 擁壁の設計計算書を基にし

て、CAD を用いて図面化できな

い．  

④  

表計算ソフトやCADの操作

方法を理解し、正確（８割

以上）に使いこなすことが

できる．  

表計算ソフトや CAD の操作方

法を理解し、ほぼ正確（６割以

上）に使いこなすことができる 

表計算ソフトや CAD の操作方

法を理解できず、使いこなすこ

ともできない． 

 
 


